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富士吉田市議会事務局

富士山の眺望が美しい浅間公園から

会

期

日

程

－３ 月 定 例 会－

日

程

内

容

３月１日

本
会
議

（
開
会
）

○
会
期
の
決
定

○
議
案
の
提
出
と
説
明

○
議
案
の
委
員
会
付
託

本
会
議

○
議
案　
の　
追
加
提
案　
・　
委
員
会
付
託

予
算
特
別
委
員
会

○
付
託
議
案
の
審
査

総
務
経
済
委
員
会

○
付
託
議
案
の
審
査

文
教
厚
生
委
員
会

○
付
託
議
案
の
審
査

建
設
水
道
委
員
会

○
付
託
議
案
の
審
査

本
会
議

○
各
委
員
長
か
ら
の
報
告

○
議
案
の
追
加
提
案

○
各
議
案
の
採
決

（
閉
会
）

１９日
７日・

８日
１２日１４日１５日 ５日

編
集
委
員
会

五
月　
の　
第
三
回
臨
時
会　
の　
際　
の　

編
集
委
員
会　
に　
お　
い　
て　
、　「
議
会
だ　

よ　
り
編
集
委
員
」　の　
新　
し　
い　
委
員
構

成　
が　
次　
の　
と　
お　
り
行
わ
れ　
ま　
し　
た　
。　

今
後
と　
も　
、　
議
会
活
動
を
市
民　

の　
皆
様　
に　
ご　
理
解　
い　
た　
だ　
く
よ　
う

努
力
を　
し　
て　
ま　
い　
り
ま　
す　
の　
で　
、　
よ　

ろ　
し　
く
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　

委
員
長

土
橋
舜
作

委
　
員

奥
脇
和
一

宮
下
　
豊

渡
辺
孝
夫

宮
下
正
男

渡
辺
利
彦
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ふじよしだ議会だより2007年6月1日 （2） 第97号

平　
成　
十　
九　
年　
三　
月　
定　
例　
会　
は　
、　
三　
月　
一　
日　
開　
会　
さ　
れ　
、　
十　
九　
日　
間　
の　
会　
期　
を　
終　
え　
て　
三　
月　
十　
九　
日　
に　
閉　
会　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
定　
例　
会　
で　
は　
、　
平　
成　
十　
九　
年　
度　
一　
般　
会　
計　
予　
算　
、　
国　
民　
健　
康　
保　
険　
特　
別　
会　
計　
予　
算　
、　
市　
立　
病　
院　
事　
業　
会　
計　
予　
算　
な　
ど　
十　
会　
計　
予　
算　
を　
は　
じ　
め　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
副　

市　
長　
の　
定　
数　
を　
定　
め　
る　
条　
例　
な　
ど　
条　
例　
の　
制　
定　
五　
件　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
監　
査　
委　
員　
条　
例　
な　
ど　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
十　
一　
件　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
母　
と　
子　
の　
愛　
の　
手　
当　
支　
給　
条　
例　
の　

廃　
止　
一　
件　
、　
平　
成　
十　
八　
年　
度　
一　
般　
会　
計　
補　
正　
予　
算　
な　
ど　
八　
件　
の　
補　
正　
予　
算　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
立　
多　
目　
的　
施　
設　
の　
指　
定　
管　
理　
者　
の　
指　
定　
な　
ど　
四　
件　
、　
市　
道　
の　
認　
定　
一　
件　
、　
富　

士　
五　
湖　
広　
域　
行　
政　
事　
務　
組　
合　
規　
約　
の　
変　
更　
な　
ど　
規　
約　
の　
変　
更　
四　
件　
及　
び　
議　
員　
提　
案　
の　
富　
士　
吉　
田　
市　
議　
会　
委　
員　
会　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
一　
件　
、　
合　
計　
四　
十　
五　
件　
の　
市　
長　
及　
び　

議　
員　
提　
出　
議　
案　
を　
審　
議　
し　
、　
す　
べ　
て　
可　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

予 算

平　
成　
十　
九　
年　
度　
予　
算　

総　
額　
四　
百　
一　
億　
二　
千　
七　
百　
八　
十　
九　
万　
九　
千　
円　



ふじよしだ議会だより（3） 第97号 2007年6月1日

上程案件一覧表
（新年度予算）

平成1 9年度富士吉田市一般会計・下水道事業特別会計・国民健康保険特別会計・老人保健特別会

計・介護保険特別会計・介護予防支援事業特別会計・看護専門学校特別会計・大明見水道特別会

計・市立病院事業会計・水道事業会計

（補正予算）

平成1 8年度富士吉田市一般会計補正予算（第6号）・下水道事業特別会計補正予算（第2号）・国

民健康保険特別会計補正予算（第2号）・老人保健特別会計補正予算（第1号）・介護保険特別会計

補正予算（第2号）・大明見水道特別会計補正予算（第2号）・水道事業会計補正予算（第1号）・

一般会計補正予算（第7号）

（条例の制定）

富士吉田市副市長の定数を定める条例・地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例・平成1 9年4月1日から平成2 0年3月3 1日までの間における富士吉田市職員の

寒冷地手当の減額に関する条例・富士吉田市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条

例・地方自治法の一部改正による会計管理者の設置に伴う関係条例の整備に関する条例

（条例の一部改正）

富士吉田市監査委員条例・富士吉田市職員特殊勤務手当支給条例・富士吉田市立マザーズホーム設

置及び管理に関する条例・富士吉田市保健師、助産師、看護師、准看護師、臨床工学技士等修学資

金貸与条例・富士吉田市手数料条例・富士吉田市営住宅の設置及び管理に関する条例・富士吉田市

消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例・富士吉田市企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例・富士吉田市職員給与条例・富士吉田市職員退職手当支給条例・富士吉市議会委員会条例

（条例の廃止）

富士吉田市母と子の愛の手当支給条例

（指定管理者の指定）

富士吉田市立多目的交流施設・道の駅富士吉田・富士吉田市立富士山レーダードーム公園・富士吉

田市立レーダードーム館

（規約の変更）

富士五湖広域行政事務組合、河口木無山外六字恩賜県有財産保護組合、山梨県市町村自治センター、

山梨県市町村総合事務組合

（その他）

市道の認定



ふじよしだ議会だより

平　
成　
十　
九　
年　
度　
一　
般　
会　

計　
、　
特　
別　
会　
計　
、　
事　
業　
会　
計　

な　
ど　
、　
合　
計　
十　
会　
計　
の　
予　
算　

を　
審　
査　
す　
る　
た　
め　
予　
算　
特　
別　

委　
員　
会　
を　
設　
置　
し　
、　
次　
の　
と　

お　
り　
構　
成　
さ　
れ　
、　
二　
日　
間　
委　

員　
会　
を　
開　
催　
し　
、　
慎　
重　
に　
審　

査　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

委
員
長

渡
辺
忠
義

副
委
員
長

渡
辺
孝
夫

委
　
員
　
鈴
木
森
夫
　
武
藤
茂
美
　

太
田
利
政
　
奥
脇
和
一

渡
辺
信
隆
　
宮
下
　
豊

佐
藤
み
ど
り

宮
下
正
男

渡
辺
利
彦

一
般
会
計

平　
成　
十　
九　
年　
度　
富　
士　
吉　
田　

市　
一　
般　
会　
計　
予　
算　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
事　
業　
部　
制　
の　
導　
入　
に　

よ　
る　
庁　
内　
分　
権　
の　
取　
り　
組　
み　

と　
併　
せ　
、　
新　
た　
に　
枠　
配　
分　
予　

算　
方　
式　
を　
導　
入　
し　
、　
新　
年　
度　

は　
、　
主　
に　
市　
民　
生　
活　
に　
直　
接　

関　
係　
す　
る　
福　
祉　
、　
教　
育　
、　
継　

続　
的　
な　
施　
策　
・　
事　
業　
等　
の　
予　

算　
を　
計　
上　
し　
た　
骨　
格　
的　
な　
予　

算　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　

内　
容　
は　
、　
予　
算　
総　
額　
百　
七　
十　

七　
億　
七　
千　
四　
百　
万　
円　
で　
、　
前　

年　
度　
当　
初　
予　
算　
に　
比　
べ　
、　
六　
、　

八　
％　
の　
減　
少　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　

ま　
す　
。　

こ　
の　
う　
ち　
歳　
入　
の　
主　
な　
も　

の　
は　
、　
市　
税　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
税　

源　
移　
譲　
に　
伴　
う　
市　
民　
税　
所　
得　

割　
税　
率　
の　
平　
準　
化　
や　
入　
湯　
税　

対　
象　
施　
設　
の　
増　
加　
に　
伴　
う　
増　

額　
が　
見　
込　
ま　
れ　
る　
こ　
と　
な　
ど　
、　

全　
体　
と　
し　
て　
は　
、　
前　
年　
度　
当　

初　
予　
算　
に　
比　
べ　
八　
、　
九　
％　
増　

の　
六　
十　
七　
億　
千　
五　
百　
万　
円　
余　

り　
が　
計　
上　
さ　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

地　
方　
交　
付　
税　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

法　
人　
市　
民　
税　
等　
の　
減　
収　
見　
込　

み　
な　
ど　
か　
ら　
、　
基　
準　
財　
政　
収　

入　
額　
は　
減　
額　
が　
見　
込　
ま　
れ　
、　

ま　
た　
、　
普　
通　
交　
付　
税　
は　
前　
年　

度　
当　
初　
予　
算　
に　
比　
べ　
五　
、　

三　
％　
の　
増　
額　
と　
し　
た　
が　
、　
特　

別　
交　
付　
税　
は　
、　
前　
年　
度　
当　
初　

予　
算　
に　
比　
べ　
て　
減　
額　
で　
あ　
り　
、　

全　
体　
と　
し　
て　
は　
、　
前　
年　
度　
当　

初　
予　
算　
に　
比　
べ　
、　
三　
、　
三　
％　

増　
の　
二　
十　
四　
億　
三　
千　
七　
百　
万　

円　
が　
計　
上　
さ　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
、　
国　
・　
県　
支　
出　
金　

二　
十　
五　
億　
二　
千　
九　
百　
万　
円　
余　

り　
、　
分　
担　
金　
及　
び　
負　
担　
金　
十　

二　
億　
八　
千　
六　
百　
万　
円　
余　
り　
、　

市　
債　
九　
億　
七　
千　
万　
円　
余　
り　
、　

そ　
の　
他　
の　
収　
入　
三　
十　
三　
億　
三　

千　
七　
百　
万　
円　
余　
り　
等　
が　
計　
上　

さ　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
歳　
出　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

骨　
格　
予　
算　
編　
成　
を　
念　
頭　
に　
置　

き　
な　
が　
ら　
、　
継　
続　
事　
業　
を　
中　

心　
と　
し　
て　
、　
総　
合　
計　
画　
の　
施　

策　
の　
柱　
に　
沿　
っ　
て　
、　
次　
の　
よ　

う　
な　
歳　
出　
予　
算　
が　
計　
上　
さ　
れ　

て　
お　
り　
ま　
す　
。　

ま　
ず　
、　「　
誇　
り　
を　
も　
っ　
て　
学　

び　
、　
育　
む　
　　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　に　

十　
九　
億　
九　
百　
九　
十　
万　
円　
余　

り　
、　
次　
に　
、　「　
あ　
た　
た　
か　
く　
み　

ま　
も　
り　
、　
助　
け　
合　
う　
　　
ま　
ち　

づ　
く　
り　
」　に　
四　
十　
一　
億　
六　
百　

二　
十　
三　
万　
円　
余　
り　
、　
次　
に　
、　

「　
い　
き　
い　
き　
と　
結　
び　
つ　
き　
、　
ふ　

れ　
あ　
う　
　　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　に　

三　
億　
五　
千　
百　
五　
十　
五　
万　
円　
余　

り　
、　
次　
に　
、　「　
大　
切　
に　
た　
た　
え　
、　

尊　
ぶ　

ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　に　
十　

三　
億　
四　
千　
五　
百　
三　
十　
七　
万　
円　

余　
り　
、　
次　
に　
、　「　
し　
っ　
か　
り　
と　
支　

え　
、　
安　
ら　
ぐ　
　　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　

に　
二　
十　
九　
億　
八　
千　
八　
百　
九　
十　

三　
万　
円　
余　
り　
、　
次　
に　
、　「　
手　
を　

携　
え　
て　
、　
み　
ん　
な　
で　
つ　
く　
る　

ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　に　
七　
十　
億　
七　

千　
百　
九　
十　
九　
万　
円　
余　
り　
が　
主　

な　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

引　
き　
続　
き　
厳　
し　
い　
財　
政　
状　

況　
の　
も　
と　
、　
財　
源　
確　
保　
は　
重　

要　
な　
課　
題　
で　
あ　
り　
、　
収　
納　
対　

策　
の　
強　
化　
等　
に　
よ　
り　
市　
税　
な　

ど　
の　
一　
般　
財　
源　
の　
確　
保　
に　
極　

力　
努　
め　
、　
国　
・　
県　
支　
出　
金　
や　

起　
債　
制　
度　
、　
基　
金　
の　
・　
有　

効　
・　
適　
切　
な　
活　
用　
な　
ど　
を　
含　

め　
・　
て　
財　
源　
の　
確　
保　
に　
努　
め　

る　
こ　
と　
が　
・　
望　
ま　
れ　
る　
と　
こ　

ろ　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
長　
期　
的　
な　
視　
点　
に　

立　
っ　
た　
総　
合　
的　
な　
行　
財　
政　
運　

営　
の　
推　
進　
を　
図　
る　
べ　
く　
、　
新　

年　
度　
予　
算　
は　
、　
第　
四　
次　
総　
合　

計　
画　
に　
則　
し　
た　
事　
業　
別　
予　
算　

と　
し　
て　
編　
成　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　

骨　
格　
的　
な　
予　
算　
と　
し　
て　
、　
妥　

当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　

原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　

も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

特
別
会
計　
・　
事
業
会
計
予
算

特
別
会
計
は
、
下
水
道
事

業
、　
国
民
健
康
保
険
、　
老
人

保
健
、　
介
護
保
険
、　
介
護
予

防
支
援
事
業
、　
看
護
専
門
学

校
、　
大
明
見
水
道　
の　
七
特
別

会
計
予
算
、　
事
業
会
計　
は　
、　

市
立
病
院
事
業
会
計
及
び　
水

道
事
業
会
計　
の　
二
事
業
会
計

予
算　
の　
審
査
を
行　
い　
、　
そ　
れ　
ぞ　

れ
原
案　
の　
と　
お　
り
可
決
す　
べ　

き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
審
査　
の　

中　
で　
、　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算　
で　
は　
、　
下
水
道
事
業　
に
つ　
い　

て　
は　
、　
一
般
会
計　
か　
ら
繰
出

す
金
額　
か　
ら　
し　
て　
、　
財
政　
に　
及　

ぼ　
す
影
響　
が　
大
き
い
こ　
と　
か　

ら　
、　
総
事
業
費
、　
補
助
金
及

び　
市　
の　
負
担
割
合
を
的
確　
に　

把
握　
し　
、　
今
後　
に　
お　
け　
る　
事

業
展
開
を
図　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　

と　
の　
指
摘　
が　
あ　
り
ま　
し　
た　
。　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算　

で　
は　
、　
介
護
保
険
制
度　
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
平
成
十
八
年
四
月　
の　

改
正　
に　
伴　
い　
、　
予
防
重
視　
に　

転
換　
が　
図
ら　
れ　
た　
が　
、　
要
支

援
認
定
者　
が　
、　
個
々　
の　
実
態　

に　
即　
し　
た　
介
護
予
防　
サ　
ー　
ビ　

ス　
等
を
利
用　
で　
き　
る　
よ　
う
対

応
を
図　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
要

望　
が　
あ　
り
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
よ　

り
一
層　
の　
相
談
業
務　
の　
展
開

を
図
ら　
れ　
る　
よ　
う
意
見　
が　
あ　

り
ま　
し　
た　
。　

富
士
吉
田
市
水
道
事
業
会

計
予
算　
で　
は　
、　
我　
が　
市　
の　
水

道
水　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
良
質
な　
水　

で　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
道　
の　
駅
富

士
吉
田　
の　
水
汲　
み　
場　
に　
は　
、　

市
内
外　
か　
ら
沢
山　
の　
人
々　
が　

訪
れ　
て　
い　
る　
状
況　
で　
あ　
る　
の　

で　
、　
全
国
的　
に　
宣
伝
を　
し　
た　

ら　
ど　
う　
か　
と　
の　
意
見　
が　
あ　
り

ま　
し　
た　
。　
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審　
議　
案　
件　

①　

富　
士　
吉　
田　
市　
監　
査　
委　
員　

条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
つ　
い　
て　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
副　
市　
長　
の　

定　
数　
を　
定　
め　
る　
条　
例　
の　
制　
定　

に　
つ　
い　
て　

③　

地　
方　
自　
治　
法　
の　
一　
部　
を　

改　
正　
す　
る　
法　
律　
の　
施　
行　
に　
伴　

う　
関　
係　
条　
例　
の　
整　
理　
に　
関　
す　

る　
条　
例　
の　
制　
定　
に　
つ　
い　
て　

④　

富　
士　
吉　
田　
市　
職　
員　
の　
勤　

務　
時　
間　
、　
休　
暇　
等　
に　
関　
す　
る　

条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
つ　
い　
て　

⑤　

平　
成　
十　
九　
年　
四　
月　
一　
日　

か　
ら　
平　
成　
二　
十　
年　
三　
月　
三　
十　

一　
日　
ま　
で　
の　
間　
に　
お　
け　
る　
富　

士　
吉　
田　
市　
職　
員　
の　
寒　
冷　
地　
手　

当　
の　
減　
額　
に　
関　
す　
る　
条　
例　
の　

制　
定　
に　
つ　
い　
て　

⑥　

富　
士　
吉　
田　
市　
職　
員　
特　
殊　

勤　
務　
手　
当　
支　
給　
条　
例　
の　
一　
部　

改　
正　
に　
つ　
い　
て　

⑦　

富　
士　
吉　
田　
市　
保　
健　
師　
、　

助　
産　
師　
、　
看　
護　
師　
、　
准　
看　
護　

師　
、　
臨　
床　
工　
学　
技　
士　
等　
修　
学　

資　
金　
貸　
与　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　

に　
つ　
い　
て　

⑧　

富　
士　
吉　
田　
市　
消　
防　
賞　
じ　

ゅ　
つ　
金　
及　
び　
殉　
職　
者　
特　
別　
賞　

じ　
ゅ　
つ　
金　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　

に　
つ　
い　
て　

⑨　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
多　
目　
的　

交　
流　
施　
設　
の　
指　
定　
管　
理　
者　
の　

指　
定　
に　
つ　
い　
て　

⑩　

道　
の　
駅　
富　
士　
吉　
田　
の　
指　

定　
管　
理　
者　
の　
指　
定　
に　
つ　
い　
て　

⑪　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　
山　

レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
公　
園　
の　
指　

定　
管　
理　
者　
の　
指　
定　
に　
つ　
い　
て　

⑫　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　
山　

レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
館　
の　
指　
定　

管　
理　
者　
の　
指　
定　
に　
つ　
い　
て　

⑬　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
一　
般　
会　
計　
補　
正　
予　
算　

（　
第　
六　
号　
）　

審
議
結
果

①　

富　
士　
吉　
田　
市　
監　
査　
委　
員　

条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
の　
一　
部　

を　
改　
正　
す　
る　
法　
律　
の　
施　
行　
に　

伴　
い　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
の　
条　
番　

号　
等　
に　
移　
動　
が　
生　
じ　
た　
こ　
と　

か　
ら　
、　
所　
要　
の　
改　
正　
を　
行　
う　

も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　

ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　

お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　

し　
ま　
し　
た　
。　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
副　
市　
長　
の　

定　
数　
を　
定　
め　
る　
条　
例　
の　
制　
定　

で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
地　
方　
自　
治　

法　
の　
一　
部　
を　
改　
正　
す　
る　
法　
律　

の　
施　
行　
に　
伴　
い　
、　
新　
た　
に　
副　

市　
長　
の　
定　
数　
に　
つ　
い　
て　
、　
所　

要　
の　
規　
定　
を　
整　
備　
す　
る　
と　
と　

も　
に　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
富　
士　
吉　

田　
市　
助　
役　
定　
数　
増　
加　
条　
例　
を　

廃　
止　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　

当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　

原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　

も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

③　

地　
方　
自　
治　
法　
の　
一　
部　
を　

改　
正　
す　
る　
法　
律　
の　
施　
行　
に　
伴　

う　
関　
係　
条　
例　
の　
整　
理　
に　
関　
す　

る　
条　
例　
の　
制　
定　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
の　
一　
部　
を　

改　
正　
す　
る　
法　
律　
の　
施　
行　
に　
伴　

い　
、　
関　
係　
す　
る　
条　
例　
に　
つ　
い　

て　
、　「　
吏　
員　
」　
を　
「　
職　
員　
」　に　
改　

め　
る　
な　
ど　
、　
所　
要　
の　
改　
正　
を　

行　
う　
た　
め　
、　
制　
定　
す　
る　
も　
の　

で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　

ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　

可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　

し　
た　
。　

④　

富　
士　
吉　
田　
市　
職　
員　
の　
勤　

務　
時　
間　
、　
休　
暇　
等　
に　
関　
す　
る　

条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
人　
事　
院　
規　
則　
一　
五　
―　

一　
四　（　
職　
員　
の　
勤　
務　
時　
間　
、　
休　

日　
及　
び　
休　
暇　
）　の　
一　
部　
を　
改　

正　
す　
る　
人　
事　
院　
規　
則　
の　
施　
行　

に　
伴　
い　
、　
職　
員　
の　
休　
息　
時　
間　
、　

休　
憩　
時　
間　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　
所　
要　

の　
改　
正　
を　
行　
う　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　

妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　

原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　

も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
今　

回　
の　
条　
例　
改　
正　
は　
、　
国　
の　
規　

則　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
伴　
う　
も　
の　

で　
あ　
る　
が　
、　
地　
方　
自　
治　
体　
の　

実　
情　
に　
添　
っ　
た　
考　
え　
方　
も　
必　

要　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

⑤　

平　
成　
十　
九　
年　
四　
月　
一　
日　

か　
ら　
平　
成　
二　
十　
年　
三　
月　
三　
十　

一　
日　
ま　
で　
の　
間　
に　
お　
け　
る　
富　

士　
吉　
田　
市　
職　
員　
の　
寒　
冷　
地　
手　

当　
の　
減　
額　
に　
関　
す　
る　
条　
例　
の　

制　
定　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
職　
員　

の　
寒　
冷　
地　
手　
当　
の　
五　
十　
％　
を　

減　
額　
す　
る　
た　
め　
、　
所　
要　
の　
規　

定　
を　
整　
備　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
寒　

冷　
地　
手　
当　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
国　

の　
制　
度　
に　
よ　
り　
支　
給　
し　
て　
い　

る　
が　
地　
方　
自　
治　
体　
の　
財　
政　
状　

況　
を　
勘　
案　
し　
て　
検　
討　
す　
べ　
き　

で　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　

⑥　

富　
士　
吉　
田　
市　
職　
員　
特　
殊　

勤　
務　
手　
当　
支　
給　
条　
例　
の　
一　
部　

改　
正　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
市　
立　

病　
院　
医　
師　
、　
医　
療　
技　
術　
士　
、　

看　
護　
師　
、　
看　
護　
専　
門　
学　
校　
教　

諭　
以　
外　
の　
職　
員　
に　
対　
す　
る　
特　

殊　
勤　
務　
手　
当　
を　
廃　
止　
す　
る　
こ　

と　
に　
伴　
い　
、　
所　
要　
の　
改　
正　
を　

行　
う　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　

認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　

の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　

と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑦　
富　
士　
吉　
田　
市　
保　
健　
師　
、　
助　

産　
師　
、　
看　
護　
師　
、　
准　
看　
護　
師　
、　

臨　
床　
工　
学　
技　
士　
等　
修　
学　
資　
金　

貸　
与　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　

り　
ま　
し　
て　
、　
市　
立　
病　
院　
看　
護　

師　
の　
充　
足　
を　
図　
る　
必　
要　
が　
あ　

る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
看　
護　
師　
等　
に　

対　
す　
る　
修　
学　
資　
金　
制　
度　
の　
充　

実　
な　
ど　
、　
所　
要　
の　
改　
正　
を　
行　

う　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　

め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　

と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　

決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑧　
富　
士　
吉　
田　
市　
消　
防　
賞　
じ　
ゅ　

つ　
金　
及　
び　
殉　
職　
者　
特　
別　
賞　
じ　

ゅ　
つ　
金　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　

あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
非　
常　
勤　
消　
防　

団　
員　
等　
に　
係　
る　
損　
害　
補　
償　
の　

基　
準　
を　
定　
め　
る　
政　
令　
の　
一　
部　

を　
改　
正　
す　
る　
政　
令　
の　
施　
行　
に　

伴　
い　
、　
障　
害　
等　
級　
に　
係　
る　
引　

用　
法　
令　
の　
変　
更　
等　
、　
所　
要　
の　

改　
正　
を　
行　
う　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　

妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　

で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
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べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑨　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
多　
目　
的　

交　
流　
施　
設　
の　
指　
定　
管　
理　
者　
の　

指　
定　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
地　
方　

自　
治　
法　
第　
二　
四　
四　
条　
の　
二　
第　

三　
項　
の　
規　
定　
に　
よ　
り　
、　
富　
士　

吉　
田　
市　
立　
多　
目　
的　
交　
流　
施　
設　

の　
管　
理　
に　
つ　
い　
て　
指　
定　
管　
理　

者　
を　
指　
定　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
指　

定　
管　
理　
者　
の　
導　
入　
に　
よ　
り　
、　

職　
員　
の　
削　
減　
を　
図　
る　
べ　
き　
で　

あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　ま　

た　
、　
多　
目　
的　
交　
流　
施　
設　

な　
ど　
の　
指　
定　
管　
理　
者　
制　
度　
に　

つ　
い　
て　
は　
、　
財　
政　
負　
担　
を　
削　

減　
す　
る　
こ　
と　
が　
一　
つ　
の　
目　
的　

で　
あ　
る　
の　
で　
、　
当　
該　
目　
的　
に　

沿　
っ　
た　
協　
定　
を　
締　
結　
す　
べ　
き　

で　
あ　
り　
、　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
低　
下　

に　
な　
ら　
な　
い　
よ　
う　
に　
運　
営　
に　

努　
力　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　

見　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

⑩　

道　
の　
駅　
富　
士　
吉　
田　
の　
指　

定　
管　
理　
者　
の　
指　
定　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
第　
二　
四　

四　
条　
の　
二　
第　
三　
項　
の　
規　
定　
に　

よ　
り　
、　
道　
の　
駅　
富　
士　
吉　
田　
の　

管　
理　
に　
つ　
い　
て　
指　
定　
管　
理　
者　

を　
指　
定　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　

妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　

で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　

べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
道　

の　
駅　
の　
特　
殊　
性　
か　
ら　
し　
て　
、　

地　
場　
産　
品　
を　
よ　
り　
多　
く　
販　
売　

し　
、　
本　
来　
の　
設　
置　
目　
的　
に　
合　

っ　
た　
運　
営　
を　
行　
う　
べ　
き　
で　
あ　

る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　
ま　
し　

た　
。　

⑪　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　
山　

レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
公　
園　
の　
指　

定　
管　
理　
者　
の　
指　
定　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
第　
二　
四　

四　
条　
の　
二　
第　
三　
項　
の　
規　
定　
に　

よ　
り　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　

山　
レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
公　
園　
の　

管　
理　
に　
つ　
い　
て　
指　
定　
管　
理　
者　

を　
指　
定　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　

妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　

で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　

べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑫　

富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　
山　

レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
館　
の　
指　
定　

管　
理　
者　
の　
指　
定　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
地　
方　
自　
治　
法　
第　
二　
四　
四　

条　
の　
二　
第　
三　
項　
の　
規　
定　
に　
よ　

り　
、　
富　
士　
吉　
田　
市　
立　
富　
士　
山　

レ　
ー　
ダ　
ー　
ド　
ー　
ム　
館　
の　
管　
理　

に　
つ　
い　
て　
指　
定　
管　
理　
者　
を　
指　

定　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　

と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　

案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　

の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑬　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
一　
般　
会　
計　
補　
正　
予　
算　
第　

六　
号　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
今　
回　

歳　
入　
歳　
出　
か　
ら　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
三　

百　
一　
万　
一　
千　
円　
を　
減　
額　
し　
、　

総　
額　
を　
百　
九　
十　
二　
億　
二　
千　
五　

百　
四　
十　
五　
万　
六　
千　
円　
と　
す　
る　

も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
前　
年　
度　
繰　
越　

金　
一　
億　
千　
九　
百　
三　
十　
三　
万　
六　

千　
円　
を　
増　
額　
し　
、　
国　
庫　
支　
出　

金　
八　
千　
七　
百　
六　
十　
四　
万　
七　
千　

円　
、　
市　
債　
三　
千　
四　
百　
七　
十　
万　

円　
を　
減　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　

歳　
出　
で　
は　
、　
人　
件　
費　
一　
億　

千　
六　
百　
四　
十　
五　
万　
円　
、　
財　
産　

管　
理　
費　
四　
千　
二　
百　
十　
九　
万　
七　

千　
円　
、　
老　
人　
福　
祉　
費　
三　
千　
九　

百　
九　
十　
万　
円　
等　
を　
増　
額　
し　
、　

公　
園　
費　
一　
億　
三　
千　
五　
百　
十　
二　

万　
九　
千　
円　
、　
下　
水　
道　
整　
備　
費　

繰　
出　
金　
八　
千　
八　
百　
万　
円　
を　
減　

額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　（　
仮　
称　
）　明　
見　
湖　
公　

園　
整　
備　
事　
業　
の　
継　
続　
費　
に　
つ　

き　
ま　
し　
て　
総　
額　
を　
変　
更　
し　
、　

浅　
間　
公　
園　
整　
備　
事　
業　
に　
つ　
き　

ま　
し　
て　
は　
継　
続　
年　
を　
三　
ヵ　
年　

に　
延　
長　
す　
る　
変　
更　
を　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
老　
人　
保　
健　
事　
業　
外　

六　
件　
三　
億　
七　
千　
六　
百　
三　
十　
七　

万　
九　
千　
円　
を　
繰　
越　
明　
許　
費　
と　

し　
て　
追　
加　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　

た　
。　な　

お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
浅　

間　
公　
園　
整　
備　
事　
業　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
事　
業　
の　
進　
捗　
が　
遅　
れ　
て　

い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
国　
庫　
補　
助　

事　
業　
で　
あ　
り　
、　
計　
画　
的　
に　
事　

業　
を　
進　
め　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　

の　
指　
摘　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
財　
産　
管　
理　
費　
事　
業　

の　
富　
士　
見　
公　
園　
の　
補　
償　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
算　
定　
基　
準　
の　
分　
か　

る　
資　
料　
を　
提　
出　
し　
て　
審　
議　
す　

べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
要　
望　
が　
あ　

り　
ま　
し　
た　
。　
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教
厚
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委
員
会

審
議
案
件

①　
富　
士　
吉　
田　
市　
立　
マ　
ザ　
ー　
ズ　

ホ　
ー　
ム　
設　
置　
及　
び　
管　
理　
に　
関　

す　
る　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
つ　

い　
て　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
母　
と　
子　
の　

愛　
の　
手　
当　
支　
給　
条　
例　
の　
廃　
止　

に　
つ　
い　
て　

③　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
国　
民　
健　
康　
保　
険　
特　
別　
会　

計　
補　
正　
予　
算　（　
第　
二　
号　
）　

④　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
老　
人　
保　
健　
特　
別　
会　
計　
補　

正　
予　
算　（　
第　
一　
号　
）　

⑤　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
介　
護　
保　
険　
特　
別　
会　
計　
補　

正　
予　
算　（　
第　
二　
号　
）　

審　
議　
結　
果　

①　
富　
士　
吉　
田　
市　
立　
マ　
ザ　
ー　
ズ　

ホ　
ー　
ム　
設　
置　
及　
び　
管　
理　
に　
関　

す　
る　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　

り　
ま　
し　
て　
、　マ　
ザ　
ー　
ズ　
ホ　
ー　
ム　

の　
運　
営　
方　
法　
等　
の　
見　
直　
し　
に　

伴　
い　
、　
入　
園　
対　
象　
者　
等　
に　
つ　

い　
て　
、　
所　
要　
の　
改　
正　
を　
行　
う　

も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　

ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　

お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　

し　
ま　
し　
た　
。　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
母　
と　
子　
の　

愛　
の　
手　
当　
支　
給　
条　
例　
を　
廃　
止　

す　
る　
条　
例　
の　
制　
定　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　母　
子　
家　
庭　
に　
対　
し　
ま　

し　
て　
は　
、　こ　
れ　
ま　
で　
給　
付　
金　
・　

助　
成　
金　
を　
支　
給　
す　
る　
こ　
と　
に　

よ　
り　
支　
援　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
し　

た　
が　
、　今　
後　
は　
母　
子　
自　
ら　
が　

自　
立　
す　
る　
こ　
と　
に　
対　
し　
て　
支　

援　
す　
る　
制　
度　
へ　
転　
換　
し　
て　
い　

く　
必　
要　
が　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　母　



ふじよしだ議会だより

と　
子　
の　
愛　
の　
手　
当　
制　
度　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　廃　
止　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
母　
子　

家　
庭　
に　
対　
す　
る　
支　
援　
策　
を　
こ　

れ　
ま　
で　
の　
手　
当　
支　
給　
制　
度　
か　

ら　
自　
立　
支　
援　
制　
度　
に　
転　
換　
す　

る　
こ　
と　
に　
伴　
い　
、　
生　
活　
困　
窮　
世　

帯　
に　
対　
し　
て　
国　
の　
制　
度　
等　
を　

活　
用　
す　
る　
中　
で　
対　
応　
を　
図　
る　

よ　
う　
要　
望　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
当　
該　
制　
度　
を　
周　
知　

徹　
底　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
ホ　
ー　
ム　
ペ　

ー　
ジ　
な　
ど　
の　
活　
用　
を　
図　
る　
べ　

き　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

③　
平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　
田　

市　
国　
民　
健　
康　
保　
険　
特　
別　
会　
計　

補　
正　
予　
算　
第　
二　
号　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
今　
回　
歳　
入　
歳　
出　
に　
そ　

れ　
ぞ　
れ　
三　
千　
十　
三　
万　
五　
千　
円　

を　
追　
加　
し　
、　
総　
額　
を　
五　
十　
五　

億　
二　
千　
七　
百　
五　
十　
八　
万　
一　
千　

円　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
財　
政　
調　
整　
基　

金　
繰　
入　
金　
二　
千　
七　
百　
十　
三　
万　

五　
千　
円　
、　
国　
庫　
支　
出　
金　
三　
百　

万　
円　
を　
増　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　

歳　
出　
で　
は　
、　
国　
保　
事　
業　
委　

託　
料　
三　
千　
十　
三　
万　
五　
千　
円　
を　

増　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　ま　

た　
、　
同　
国　
保　
事　
業　
三　
千　

十　
三　
万　
五　
千　
円　
を　
繰　
越　
明　
許　

費　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　

当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　

原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　

も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
補　
正　

予　
算　
に　
お　
い　
て　
、　
財　
政　
調　
整　

基　
金　
か　
ら　
の　
繰　
入　
金　
を　
少　
な　

く　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
国　
民　
健　
康　

保　
険　
税　
の　
滞　
納　
対　
策　
の　
強　
化　

を　
図　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　

見　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
滞　
納　
対　
策　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
国　
保　
運　
営　
協　
議　
会　
の　
審　

議　
結　
果　
を　
委　
員　
会　
に　
報　
告　
す　

べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　

り　
ま　
し　
た　
。　

④　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
老　
人　
保　
健　
特　
別　
会　
計　
補　

正　
予　
算　
第　
一　
号　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
今　
回　
歳　
入　
歳　
出　
に　
そ　
れ　

ぞ　
れ　
七　
千　
三　
百　
万　
二　
千　
円　
を　

追　
加　
し　
、　
総　
額　
を　
四　
十　
億　
千　

四　
百　
二　
万　
五　
千　
円　
と　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
支　
払　
基　
金　
交　

付　
金　
一　
億　
四　
千　
八　
百　
二　
十　
二　

万　
九　
千　
円　
、　
一　
般　
会　
計　
繰　
入　

金　
千　
六　
百　
五　
十　
五　
万　
一　
千　
円　

を　
増　
額　
し　
、　
国　
庫　
支　
出　
金　
七　

千　
七　
百　
八　
十　
二　
万　
四　
千　
円　
、　

県　
支　
出　
金　
千　
五　
十　
三　
万　
八　
千　

円　
等　
を　
減　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　

歳　
出　
で　
は　
、　
医　
療　
給　
付　
費　

負　
担　
金　
六　
千　
四　
十　
八　
万　
九　
千　

円　
、　
医　
療　
費　
支　
給　
費　
負　
担　
金　

千　
二　
百　
九　
十　
二　
万　
七　
千　
円　
を　

増　
額　
し　
、　
審　
査　
支　
払　
手　
数　
料　

四　
十　
一　
万　
四　
千　
円　
を　
減　
額　
す　

る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　

め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　

と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　

決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑤　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
介　
護　
保　
険　
特　
別　
会　
計　
補　

正　
予　
算　
第　
二　
号　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
今　
回　
歳　
入　
歳　
出　
に　
そ　
れ　

ぞ　
れ　
五　
百　
九　
十　
八　
万　
五　
千　
円　

を　
追　
加　
し　
、　
総　
額　
を　
二　
十　
四　

億　
三　
百　
六　
十　
五　
万　
五　
千　
円　
と　

す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
一　
般　
会　
計　
繰　

入　
金　
五　
百　
二　
万　
円　
、　
国　
庫　
支　

出　
金　
九　
十　
六　
万　
五　
千　
円　
を　
増　

額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
出　
で　
は　
、　
介　
護　
保　
険　
事　
業　

委　
託　
料　
五　
百　
九　
十　
八　
万　
五　
千　

円　
を　
増　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
同　
介　
護　
保　
険　
事　
業　

五　
百　
九　
十　
八　
万　
五　
千　
円　
を　
繰　

越　
明　
許　
費　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

審
議
案
件

①　

富　
士　
吉　
田　
市　
手　
数　
料　
条　

例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
つ　
い　
て　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
営　
住　
宅　
の　

設　
置　
及　
び　
管　
理　
に　
関　
す　
る　
条　

例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　
つ　
い　
て　

③　
市　
道　
の　
認　
定　
に　
つ　
い　
て　

④　

富　
士　
吉　
田　
市　
企　
業　
職　
員　

の　
給　
与　
の　
種　
類　
及　
び　
基　
準　
に　

関　
す　
る　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
に　

つ　
い　
て　

⑤　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
下　
水　
道　
事　
業　
特　
別　
会　
計　

補　
正　
予　
算　
（　
第　
二　
号　
）　

⑥　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
大　
明　
見　
水　
道　
特　
別　
会　
計　

補　
正　
予　
算　
（　
第　
二　
号　
）　

⑦　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
水　
道　
事　
業　
会　
計　
補　
正　
予　

算　
（　
第　
一　
号　
）　

審
議
結
果

①　

富　
士　
吉　
田　
市　
手　
数　
料　
条　

例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
建　
築　
物　
の　
安　
全　
性　
の　
確　

保　
を　
図　
る　
た　
め　
の　
建　
築　
基　
準　

法　
等　
の　
一　
部　
を　
改　
正　
す　
る　
法　

律　
が　
施　
行　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
及　
び　

山　
梨　
県　
の　
事　
務　
処　
理　
の　
特　
例　

に　
関　
す　
る　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　

に　
よ　
り　
、　
租　
税　
特　
別　
措　
置　
法　

に　
基　
づ　
く　
優　
良　
宅　
地　
の　
認　
定　

並　
び　
に　
優　
良　
住　
宅　
の　
認　
定　
に　

関　
す　
る　
事　
務　
が　
山　
梨　
県　
か　
ら　

市　
へ　
移　
譲　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
伴　

い　
、　
関　
係　
す　
る　
申　
請　
等　
に　
つ　

い　
て　
新　
た　
な　
手　
数　
料　
を　
設　
け　

る　
必　
要　
が　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　

所　
要　
の　
改　
正　
を　
行　
う　
も　
の　
で　

あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　

す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　

決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　

た　
。　

②　

富　
士　
吉　
田　
市　
営　
住　
宅　
の　

設　
置　
及　
び　
管　
理　
に　
関　
す　
る　
条　

例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　
あ　
り　
ま　
し　

て　
、　
西　
丸　
尾　
団　
地　
、　
神　
田　
堀　

団　
地　
、　
上　
宿　
団　
地　
及　
び　
新　
開　

団　
地　
の　
老　
朽　
化　
に　
よ　
る　
一　
部　

取　
壊　
し　
な　
ど　
に　
伴　
い　
、　
所　
要　

の　
改　
正　
を　
行　
う　
も　
の　
で　
あ　

り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　

の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　

す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

な　
お　
、　
審　
査　
の　
中　
で　
、　
西　

丸　
尾　
団　
地　
等　
の　
老　
朽　
化　
に　
つ　

い　
て　
は　
、　
入　
居　
者　
が　
転　
居　
す　

る　
こ　
と　
に　
伴　
う　
家　
賃　
等　
の　
問　

題　
も　
あ　
る　
が　
、　
計　
画　
的　
な　
建　

（7） 第97号 2007年6月1日

建
設
水
道
委
員
会

委 員 会
審 査

の

から



ふじよしだ議会だより

替　
え　
に　
基　
づ　
き　
取　
壊　
し　
を　
行　

い　
、　
当　
該　
市　
有　
地　
の　
有　
効　
活　

用　
を　
図　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　

要　
望　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

③　

市　
道　
の　
認　
定　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
地　
域　
住　
民　
の　
利　
便　
性　

及　
び　
生　
活　
環　
境　
の　
向　
上　
を　
図　

る　
た　
め　
、　
田　
端　
二　
号　
線　
外　
四　

路　
線　
を　
市　
道　
認　
定　
し　
よ　
う　
と　

す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　

認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　

の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　

と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

④　

富　
士　
吉　
田　
市　
企　
業　
職　
員　

の　
給　
与　
の　
種　
類　
及　
び　
基　
準　
に　

関　
す　
る　
条　
例　
の　
一　
部　
改　
正　
で　

あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
水　
道　
企　
業　
職　

員　
に　
対　
す　
る　
特　
殊　
勤　
務　
手　
当　

を　
廃　
止　
す　
る　
こ　
と　
に　
伴　
い　
、　

所　
要　
の　
改　
正　
を　
行　
う　
も　
の　
で　

あ　
り　
、　
妥　
当　
と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　

す　
の　
で　
、　
原　
案　
の　
と　
お　
り　
可　

決　
す　
べ　
き　
も　
の　
と　
決　
し　
ま　
し　

た　
。　

⑤　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
下　
水　
道　
事　
業　
特　
別　
会　
計　

補　
正　
予　
算　
第　
二　
号　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
今　
回　
歳　
入　
歳　
出　
か　
ら　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
八　
千　
八　
百　
万　
円　
を　

減　
額　
し　
、　
総　
額　
を　
十　
五　
億　
三　

千　
九　
百　
十　
六　
万　
四　
千　
円　
と　
す　

る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
一　
般　
会　
計　
繰　

入　
金　
八　
千　
八　
百　
万　
円　
を　
減　
額　

す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　

歳　
出　
で　
は　
、　
流　
域　
下　
水　
道　

負　
担　
金　
八　
千　
五　
百　
万　
円　
、　
下　

水　
道　
整　
備　
費　
三　
百　
万　
円　
を　
減　

額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　

と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　

案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　

の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑥　

平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　

田　
市　
大　
明　
見　
水　
道　
特　
別　
会　
計　

補　
正　
予　
算　
第　
二　
号　
で　
あ　
り　
ま　

し　
て　
、　
今　
回　
歳　
入　
歳　
出　
に　
そ　

れ　
ぞ　
れ　
六　
万　
六　
千　
円　
を　
追　
加　

し　
、　
総　
額　
を　
六　
千　
二　
百　
十　
八　

万　
三　
千　
円　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　

り　
ま　
す　
。　

歳　
入　
で　
は　
、　
基　
金　
繰　
入　
金　

六　
万　
六　
千　
円　
を　
増　
額　
す　
る　
も　

の　
で　
あ　
り　
、　
歳　
出　
で　
は　
、　
大　

明　
見　
水　
道　
施　
設　
整　
備　
事　
業　
旅　

費　
六　
万　
六　
千　
円　
を　
増　
額　
す　
る　

も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
防　
衛　
施　
設　
整　
備　
事　

業　
と　
し　
て　
実　
施　
す　
る　
大　
明　
見　

水　
道　
施　
設　
整　
備　
事　
業　
に　
つ　
き　

ま　
し　
て　
、　
平　
成　
十　
八　
・　
十　
九　

年　
度　
の　
二　
ヵ　
年　
の　
継　
続　
事　
業　

と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
大　
明　
見　
水　
道　
施　
設　

整　
備　
事　
業　
工　
事　
請　
負　
費　
七　
百　

五　
十　
万　
円　
を　
繰　
越　
明　
許　
費　
と　

す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　
と　

認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　
案　

の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　
の　

と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

⑦　
平　
成　
十　
八　
年　
度　
富　
士　
吉　
田　

市　
水　
道　
事　
業　
会　
計　
補　
正　
予　
算　

第　
一　
号　
で　
あ　
り　
ま　
し　
て　
、　
今　

回　
収　
益　
的　
収　
入　
及　
び　
支　
出　
に　

つ　
き　
ま　
し　
て　
、　
収　
入　
を　
二　
千　

二　
百　
五　
十　
七　
万　
七　
千　
円　
減　
額　

し　
、　
総　
額　
を　
五　
億　
四　
千　
四　
百　

四　
十　
五　
万　
一　
千　
円　
と　
し　
、　
支　

出　
を　
二　
千　
百　
四　
十　
八　
万　
六　
千　

円　
減　
額　
し　
、　
総　
額　
を　
五　
億　
三　

千　
八　
百　
三　
十　
四　
万　
二　
千　
円　
と　

す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

収　
益　
的　
収　
入　
で　
は　
、　
営　
業　

収　
益　
二　
千　
二　
百　
五　
十　
七　
万　
七　

千　
円　
を　
減　
額　
し　
、　
収　
益　
的　
支　

出　
で　
は　
、　
営　
業　
費　
用　
二　
千　
百　

九　
十　
万　
五　
千　
円　
を　
減　
額　
し　
、　

営　
業　
外　
費　
用　
四　
十　
一　
万　
九　
千　

円　
を　
増　
額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
資　
本　
的　
収　
入　
に　
つ　

き　
ま　
し　
て　
は　
、　
収　
入　
を　
六　
百　

十　
六　
万　
三　
千　
円　
増　
額　
し　
、　
総　

額　
を　
一　
億　
六　
千　
三　
百　
七　
十　
万　

三　
千　
円　
と　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　

ま　
す　
。　

負　
担　
金　
四　
百　
十　
六　
万　
三　
千　

円　
、　
補　
助　
金　
二　
百　
万　
円　
を　
増　

額　
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
り　
、　
妥　
当　

と　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
の　
で　
、　
原　

案　
の　
と　
お　
り　
可　
決　
す　
べ　
き　
も　

の　
と　
決　
し　
ま　
し　
た　
。　

2007年6月1日 （8） 第97号

委 員 会
審 査

の

から

議

会

の

動

き

演
習
場
対
策
特
別
委
員
会
の
開
催

日　
　　
時　
　　
　　
二　
月　
二　
十　
日　

「　
富　
士　
吉　
田　
市　
外　
二　
ケ　
村　
恩　
賜　
県　
有　
財　
産　
保　
護　
組　
合　
規　
約　
の　

変　
更　
に　
つ　
い　
て　
」　、　「　
平　
成　
十　
九　
年　
度　
火　
入　
れ　
に　
つ　
い　
て　
」　
の　
調　

査　
・　
研　
究　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　



ふじよしだ議会だより（9） 第97号 2007年6月1日

議 案 番 号 件 名 結　果 内 容

議案第２号　平成19年度一般会計予算 可　決 予算総額177億7,400万円で、前年対比6.8％減。主な歳入は市

税67億1,500万円余り、地方交付税24億3,700万円、国・県支出

金25億2,900万円余り、分担金及び負担金12億8,600万円余り、

市債９億7,000万円余り、その他の収入33億3,700万円余り等。

主な歳出は物件費32億8,986万６千円、人件費33億1,399万１千

円、公債費22億2,922万５千円、補助費等19億9,922万円、扶助

費17億5,663万４千円、投資的経費25億2,058万９千円等。

議案第３号 平成19年度下水道事業特別会計予算 可　決 予算総額15億5,018万１千円で、前年対比4.1％減。歳出の主な

ものは、公債費、下水道維持管理事業費、公共下水道建設事業

費、流域下水道整備事業費等。

議案第４号 平成19年度国民健康保険特別 可　決 予算総額59億2,977万５千円で、前年対比16.0％増。歳出の主

会計予算 なものは保険給付費、老人保健拠出金､共同事業拠出金等。

議案第５号 平成19年度老人保健特別会計予算 可　決 予算総額41億8,556万3千円で、前年対比6.2％増。歳出の主な

ものは医療諸費等。

議案第６号 平成19年度介護保険特別会計予算 可　決 予算総額24億1,943万１千円で、前年対比1.6％増。歳出の主な

ものは保険給付費等。

議案第７号 平成19年度介護予防支援事業特別 可　決 予算総額2,435万４千円で、前年対比32.7％増。歳出の主なも

会計予算 のは介護予防サービス事業費等。

議案第８号 平成19年度看護専門学校特別会計 可　決 予算総額１億9,298万３千円で、前年対比6.3％増。歳出の主な

予算 ものは人件費、委託料等。

議案第９号 平成19年度大明見水道特別会計予算 可　決 予算総額１億8,202万５千円で、前年対比284.1％増。歳出の主

なものは人件費、工事請負費等。

議案第10号 平成19年度市立病院事業会計予算 可　決 予算額を収益的収入66億8,446万２千円、同支出65億9,925万円、

資本的収 入2億240万２千円、同支出3億629万５千円とするも

の。

議案第11号 平成19年度水道事業会計予算 可　決 予算額を収益的収入5億5,577万４千円、同支出5億4,959万４千円、

資本的収入２億2,803万６千円、同支出４億1,444万８千円とするも

の。

議案第12号 富士吉田市監査委員条例の一部改正 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、地方自治法の条

について 番号等に移動が生じたことから所要の改正を行うもの。

議案第13号 富士吉田市副市長の定数を定める 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、新たに副市長の

条例の制定について 定数について、所要の規定を整備するとともに、これまでの富

士吉田市助役定数増加条例を廃止するもの。

議案第14号 地方自治法の一部を改正する法律 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係する条例に

の施行に伴う関係条例の整理に ついて、「吏員」を「職員」に改めるなど、所要の改正を行うため、制

関する条例の制定について 定するもの。

議案の処理結果（３月定例会）



ふじよしだ議会だより2007年6月1日 （10） 第97号

議 案 番 号 件 名 結　果 内 容

議案第15号 富士吉田市職員の勤務時間、休暇等 可　決 人事院規則15－14（職員の勤務時間、休日及び休暇）の一部を改

に関する条例の一部改正について 正する人事院規則の施行に伴い、職員の休息時間、休憩時間等

について、所要の改正を行うもの。

議案第16号 平成19年４月１日から平成20年 可　決 平成19年４月１日から平成20年３月31日までの間における富士吉田市

3月31日までの間における富士 職員の寒冷地手当の減額に関する条例の制定でありまして、職員

吉田市職員の寒冷地手当の減額 の寒冷地手当の50％を減額するため、所要の規定を整備するもの。

に関する条例の制定について

議案第17号 富士吉田市職員特殊勤務手当 可　決 市立病院医師、医療技術士、看護師、看護専門学校教諭以外の職

支給条例の一部改正について 員に対する特殊勤務手当を廃止することに伴い、所要の改正を行う

もの。

議案第18号 富士吉田市立マザーズホーム設置 可　決 マザーズホームの運営方法等の見直しに伴い、入園の対象者等に

及び管理に関する条例の一部改正 ついて、所要の改正を行うもの。

について　　　　　　　

議案第19号 富士吉田市母と子の愛の手当 可　決 母子自らが自立することに対して支援する制度へ転換していく必要

支給条例の廃止について があることから、母と子の愛の手当制度については、廃止する

もの。

議案第20号 富士吉田市保健師、助産師、看護師 可　決 市立病院看護師の充足を図る必要があることから、看護師等に

准看護師、臨床工学技士等修学資金 対する修学資金制度の充実など、所要の改正を行うもの。

貸与条例の一部改正について

議案第21号 富士吉田市手数料条例の一部改正 可　決 建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の一部を改正

について する法律が施行されること及び山梨県の事務処理の特例に関す

る条例の一部改正により、租税特別措置法に基づく優良宅地の

認定並びに優良住宅の認定に関する事務が山梨県から市へ移譲

されることに伴い、関係する申請等について新たな手数料を設

ける必要があることから、所要の改正を行うもの。

議案第22号 富士吉田市営住宅の設置及び管理 可　決 西丸尾団地、神田堀団地、上宿団地及び新開団地の老朽化による

に関する条例の一部改正について 一部取壊しなどに伴い、所要の改正を行うもの。

議案第23号 富士吉田市消防賞じゅつ金及び 可　決 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を

殉職者特別賞じゅつ金条例の 改正する政令の施行に伴い、障害等級に係る引用法令の変更等、

一部改正について 所要の改正を行うもの。

議案第24号 市道の認定について 可　決 地域住民の利便性及び生活環境の向上を図るため、田端２号線

外４路線を市道認定しようとするもの。

議案第25号 富士吉田市立多目的交流施設の 可　決 地方自治法第244条の２第３項の規定により、富士吉田市立多

指定管理者の指定について 目的交流施設の管理について指定管理者を指定するもの。

議案第26号 道の駅富士吉田の指定管理者の 可　決 地方自治法第244条の2第3項の規定により、道の駅富士吉田の

指定について 管理について指定管理者を指定するもの。

議案第27号 富士吉田市立富士山レーダードーム 可　決 地方自治法第244条の2第3項の規定により、富士吉田市立富士山

公園の指定管理者の指定について レーダードーム公園の管理について指定管理者を指定するもの。
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議案第28号 富士吉田市立富士山レーダードーム 可　決 地方自治法第244条の2第3項の規定により、富士吉田市立富士

館の指定管理者の指定について 山レーダードーム館の管理について指定管理者を指定するも

の。

議案第29号 富士五湖広域行政事務組合規約 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、富士五湖広域

の変更について 行政事務組合規約の変更に係る地方自治法第286条第１項の規

定による協議について、同法第290条の規定により議会の議決

を要するもの。

議案第30号 河口木無山外６字恩賜県有財産保護 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、河口木無山外六

組合規約の変更について 字恩賜県有財産保護組合規約の変更に係る地方自治法第286条

第１項の規定による協議について、同法第290条の規定により

議会の議決を要するもの。

議案第31号 山梨県市町村自治センター規約 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、山梨県市町村自

の変更について 治センター規約の変更に係る地方自治法第286条第１項の規定

による協議について、同法第290条の規定により議会の議決を

要するもの。

議案第32号 山梨県市町村総合事務組合規約 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行及び同総合事務組合が

の変更について 共同処理している消防職員及び消防団員の賞じゅつ金支給事務

へ、新たに東山梨行政事務組合が加入することに伴い、山梨県

市町村総合事務組合規約の変更に係る地方自治法第286条第１

項の規定による協議について、同法第290条の規定により議会

の議決を要するもの。

議案第33号 富士吉田市企業職員の給与の種類 可　決 水道企業職員に対する特殊勤務手当を廃止することに伴い、所要

及び基準に関する条例の一部改正 の改正を行うもの。

について　　　　　　

議案第34号 平成18年度一般会計補正予算 可　決 歳入歳出からそれぞれ301万１千円を減額し、総額192億2,545万

（第６号） ６千円とするもの。

議案第35号 平成18年度下水道事業特別会計 可　決 歳入歳出からそれぞれ8,800万円を減額し、総額15億3,916万４千円

補正予算（第２号） とするもの。

議案第36号 平成18年度国民健康保険特別会計 可　決 歳入歳出にそれぞれ3,013万５千円を追加し、総額55億2,758万

補正予算（第２号） １千円とするもの。

議案第37号 平成18年度老人保健特別会計 可　決 歳入歳出にそれぞれ7,300万２千円を追加し、総額40億1,402万

補正予算（第１号） ５千円とするもの。

議案第38号 平成18年度介護保険特別会計 可　決 歳入歳出にそれぞれ598万５千円を追加し、総額24億365万５千円

補正予算（第２号） とするもの。

議案第39号 平成18年度大明見水道特別会計 可　決 歳入歳出にそれぞれ６万６千円を追加し、総額6,218万３千円とす

補正予算（第２号） るもの。
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議案第40号 平成18年度水道事業会計補正予算 可　決 収益的収入及び支出について、収入を2,257万７千円減額し、総

（第１号） 額を５億4,445万１千円とし、支出を2,148万６千円減額し、総

額を５億3,834万２千円とするもの。

また、資本的収入について、収入を616万３千円増額し、総額

を１億6,370万３千円とするもの。

議案第41号 富士吉田市長の選挙におけるビラ 可　決 公職選挙法の一部を改正する法律の施行に伴い、富士吉田市長選

の作成の公費負担に関する条例の 挙における選挙運動用ビラの公費負担について、所要の改正を

制定について 行うもの。

議案第42号 地方自治法の一部改正による会計 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係する条例に

管理者の設置に伴う関係条例の ついて、収入役を会計管理者に改めるなど、所要の改正を行う

整備に関する条例の制定について ため、制定するもの。

議案第43号 富士吉田市職員給与条例の一部改正 可　決 一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律の施行

について に伴い、扶養手当、管理職手当について、所要の改正を行うも

の。

議案第4 4号 富士吉田市職員退職手当支給条例の 可　決 特別職の退職手当の算出方法について見直す必要があること及び

一部改正について 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、特別職の職員

の在職月数の算出方法等について、所要の改正を行うもの。

議案第45号 平成18年度一般会計補正予算 可　決 繰越明許費の補正として、道路新設改良整備事業1,952万７千円

（第７号） を追加するもの。

議案第46号 富士吉田市議会委員会条例の 可　決 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、本条例を改正

一部改正について するもの。


